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まちの話題まちの話題

　9月29日、稚内信用金庫前国道２３２号沿道にて、薄
暮時の合同イエローコールが実施されました。駐在所の職
員や町職員等計21名が交通安全と書かれた黄色い旗を持
ち、走行中のクルマに安全運転を促しました。この運動は
毎年秋の交通安全期間に実施され、ライトの早めの点灯や
スピードダウンの重要性を通行車両に意識してもらうことを
目的としています。

黄色い旗の波
薄暮時の合同イエローコール

　9月28日に「三色たまご安全運転 PR」、10月19日に「三
色もち安全運転 PR」が遠別町女性ドライバーの会主催によ
り道の駅えんべつ富士見にて実施されました。ゆで卵やお
餅を信号機に見立て、食紅で染めたものをドライバーの方
に配布し、安全運転を呼びかけました。受け取った方は、
ユニークな活動に少し驚きながらも、気を引き締め直して、
目的地に向かっていきました。

この先も安全運転で！
遠別町女性ドライバーの会「交通安全運転 PR」

　10月2日、幼児センターきらりの避難訓練が実施され
ました。調理室から出火した想定で行われ、非常ベルが鳴
り、園児たちは教室から口元を抑え、姿勢を低くして素早
く外へ避難しました。講評では、消防署職員から「火事の
時は素早く避難することが大事です。今日は良くできていま
した。」とお話がありました。園児たちはもしもの時のため
に真剣に訓練に取り組んでいました。

素早く避難を！
きらり避難訓練

　10月８日、遠別町民農園にて教育委員会主催、親子ふ
れあい講座「農業体験教室」が行われました。５月に４Ｈ
クラブが植えたポップコーン用のトウモロコシを収穫しまし
た。立派に実ったトウモロコシを沢山収穫し、楽しんだ様
子でした。その後、調理室にてポップコーンの調理体験を
行い、フライパンの中ではじけるポップコーンに歓声があが
り、出来たポップコーンを美味しそうに食べていました。

はじけるポップコーン！
親子ふれあい講座「農業体験教室」　
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まちの話題まちの話題

　10月9日、スポーツセンターにて教育委員会主催、「第
１回町民体力テスト測定会」が実施され、小学生から大人
まで26 名が参加しました。スポーツ庁が定める項目の体
力テストや体組成計を用いて、体脂肪率や筋肉量などの測
定を行い、参加者は「自分の身体の状態を詳しく知ること
ができ、これからの日常生活での過ごし方を見直す良いきっ
かけになった。」と話していました。

自分の身体の事を知ろう！
第１回町民体力テスト測定会

　10月16日、役場町長室において故西畑廣男前遠別町
議会議長に対する叙勲伝達式が行われ、妻である西畑照子
さんへ笹川町長より勲記と勲章が伝達され、併せて名誉町
民章の交付も行われました。西畑さんは、議会の円満な運
営に尽力されるとともに、豊富な経験と優れた見識で遠別
町の地方自治の振興発展に多大な貢献をされました。

遠別町の振興発展に貢献
故西畑廣男氏、叙勲伝達及び名誉町民章交付

　10月16日に秋の全道火災予防運動の初日行事が実施
されました。悪天候により、幼年消防クラブによる市中行
進は中止となりましたが、市街地車両パレードや消火器取
扱い体験や消防士体験等が行われました。消防士体験では
小学４～６年生で構成される少年消防クラブのメンバーが参
加し、実際の消防服を身にまとい、放水訓練を体験するな
ど、貴重な体験をしました。

火災にはご注意を！
秋の全道火災予防運動初日行事

　10月15日にマナピィ・21にてハロウィンイベント「ハロ
ウィンパーティー」が遠別町青少年育成委員連絡協議会（合
田　貴光会長）主催で実施されました。この日は色々な仮
装をした約150名の親子が参加し、ぬりえや輪投げ、お楽
しみくじなどを楽しみました。最後には豪華景品が当たる
ビンゴ大会が行われ、会場は大いに盛り上がりました。

トリックオアトリート！
ハロウィンイベント「ハロウィンパーティー」
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まちの話題まちの話題

　10月21日、マナピィ・２１にて遠別中学校吹奏楽部に
よる第１５回定期演奏会が開催され、１２名の部員が力強
い演奏で観客を魅了しました。演奏曲は「スカイブルードリー
ム」や「学園天国」、「嵐メドレー」など計１１曲が披露され、
楽器紹介コーナーでは各部員が担当している楽器を演奏し、
その腕前を披露しました。3年生は今回で引退となります
が、練習の成果を発揮し、良い演奏会になりました。

美しい音色を響かせる
遠別中学校吹奏楽部定期演奏会

　10月3、10、17日の３日間、スポーツセンター及びす
ぱーく遠別で教育委員会主催、子ども運動体験教室が行わ
れました。年長児から中学生までを対象とし、幅広い年齢
層がスポーツに親しみ、楽しむ事を目的としています。今回
は69名が参加し、サッカーやバスケ、ドッチビーなど計６
種目を体験しました。参加した子供たちは汗を流しながら
楽しみ、充実した体験教室となっていました。

スポーツの秋
子ども運動体験教室

　10月10、24日に公共施設整備や環境整備、観光推進
などの地域貢献活動に関する感謝状贈呈が役場町長室にて
行われました。今回は６社の代表の方々へ、町長がお礼の
言葉を述べ、感謝状が手渡されました。ご厚志に感謝いた
します。
　なお、各社の地域貢献内容については下記のとおりとなっ
ています。

ご厚志に感謝！
地域貢献感謝状贈呈

会社名 地域貢献内容
白鳥建設工業　株式会社
（代表取締役社長　堀松　誠）様 遠別町観光推進のため、マスコットキャラクターの広報

堀松建設工業　株式会社
（代表取締役社長　堀松　和彦）様 遠別町観光推進のため、マスコットキャラクターの広報

株式会社　堀口組
（代表取締役　堀口　哲志）様 遠別小学校ＰＣ教室の室外機撤去

伊藤・堀口・萩原　
特定建設工事共同企業体　様 遠別町富士見ヶ丘公園及び墓地等環境整備

大垣・ハラダ
経常建設共同企業体　様 北里牧場農道整備

株式会社　北海道グリーンメンテナンス
（代表取締役　渡辺　久士）様 下水道施設マンホールポンプ所の清掃
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「みんなの蜜源植物の成長」
　右の写真はイベントで作ったたねだんごのプランターです。お花に蜂が
とまっているところを撮影できました！しかも２匹も！蜜源植物として蒔
いてくれた種なので、なんとしても花に蜂がとま
っている写真を撮りたかった！やっと目標を達成
出来たので、このお花が枯れてしまったら、しっ
かり種を採取しておきます(^-^)たねだんごを作っ
てくれたみんな！本当にありがとう！

　先月は思い通りにいかない蜂に四苦八苦している事をお伝えしました。さて、秋に行う越冬の準備はどう
なったのでしょうか？冬用の餌やりは？餌を貯めるスペースを巣箱の中に空けましたが、今年は秋の気温が
やや高めで、いつまでも何かしらの花が蜜を出しているようです。せっかく冬用餌のスペースを空けたのに
…越冬準備は果たしてどうなる？

　前回までに秋に採れる花の蜜を絞って、いよいよ冬
に向けての準備を開始だ！と張り切っていましたが、ど
うもまだ何か花の蜜がどんどん貯まってきている様子。
秋の蜜は色が濃くなり、蜂にとっての不純物が多く含ま
れます。不純物が多いと蜂のお腹の中でフンがたくさ
ん作られてしまい、巣の中でフンをしない蜂は苦しくな
ってしまいます。蜂が外に出てフンが出来なくても困ら
ないように、精製されたお砂糖で餌を用意してあげます。
そのために採蜜をしたのに、また蜜が貯まってきている
のです。「これは？！どうする？」スペースが少なければ、
育児をする場所、冬用餌を貯める場所を確保出来ませ
ん。困った！結局数日迷って【抜き絞り】といって、蜜
が貯まって邪魔をしている巣枠だけを取り出して採蜜を
する事にしました。鬼滅の刃の鱗滝さんなら、「判断が
遅い！」と叱られる場面ですね。とにかく餌を貯める場
所は空きました。早速餌を作って給餌を開始します。こ
れで解決！と、思いきや、給餌が始まってもまだ自然の
花の蜜を持ち帰る蜜蜂。
　そりゃそうですよね。蜂はたくさん蜜を貯めておきた

いので「冬用の餌入れてくれたね！花の蜜はもう要らな
いね。」とはならないのです。
　そうなると今度は、餌のスペースと育児スペースのせ
めぎ合いです。自然の蜜＋冬用餌＋育児スペースだと冬
に向けての体制を整えるのにはびちびちです。色の濃
い蜜はなるべく少なくしておきたいのです。数日おきに
糖液を作り、冷まして、一人でもスピーディーに給餌出
来るようにペットボトルに詰め、巣箱内の給餌器に注ぐ
事を繰り返します。今年は気温が高めに推移していたの
で、予定より遅く10月の中旬までかかってしまいました
が、なんとか10回の人工給餌を終わらせる事が出来ま
した。これで越冬準備の全てが終わったわけではありま
せんが、一番の懸案事項は完了しました。他にも、倉
庫の中に移動させる時に、巣枠が動いて蜂を潰さない
ように釘で固定したり、２段の箱がずれないようにロー
プできつく縛ったりする作業などが残っています。無事
に越冬出来るのか、もう少し迷ったり悩んだりする日が
続きそうです。

協 力 隊 通 信
第 15 号第 15 号

坪田 幸恵

冬に向けての準備！出鼻をくじかれる！の巻　後編冬に向けての準備！出鼻をくじかれる！の巻　後編

成長したコスモス
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健康のススメこころもからだも元気が一番 健康のススメこころもからだも元気が一番

「怒り」の感情との付き合い方
　ストレス社会と言われる現代、みなさんはどんな悩みを持っていますか？
　ある心理学者は、「すべての悩みは対人関係である」と説いています。
　うまくいかない人間関係で生まれる代表的な感情と言えば、「怒り」。

●怒りの下に本当の感情が隠れている
　本当の感情とは、心配・不安・さみしさ・落ち込み・悲しみ・
悔しさ・落胆・苦しい…などです。
　心のコップが、悲しみや悔しさなどで、いっぱいになった時、「怒
り」に変わり、本当の感情は、心の奥に追いやられてしまいます。
　すると、本当の感情に鈍感になり、怒りしか感じず、怒りに振
り回されるということが起きるのです。

（例）子どもが言うことを聞かなくてイライラする！
友達にからかわれてムカつく！
上司（あるいは部下）が理不尽で腹が立つ！…など。

　怒りはパワフルな感情なので、どうしても攻撃的になりがちです。
　後になって「また怒鳴っちゃった」と自己嫌悪になったり、相手と
ギクシャクしたりと、後味が悪いことが多いのではないでしょうか。

怒りがわく➡相手に怒る➡相手との関係が悪くなる（悩み）➡怒りがわく…

　怒りに支配されると、この悩みの悪循環から抜け出せません。心理学では「怒りは本当の感情ではなく、
その奥に本当の感情がある」と考えられています。今回は、怒りに支配されず、自分も相手も大切にできる
コミュニケーション方法についてお話しします。

不安 

●人はなぜ「怒る」？ 2つの目的があった！
　１つ目は『本当の感情を感じたくないから』。
　例えば、悲しみが大きくてあまりにもつらい時、「怒り」に変えて、本
当の感情を感じなくさせます。“悲しみに暮れるくらいなら怒っているほ
うがマシ”“胸が張り裂けそうなほど心配なら怒っているほうがマシ”と
いう心理です。

　２つ目は『相手を支配したい・自分を守りたい・正しいことを教えたい
という目的をかなえるため』。親と子、先生と生徒、夫と妻、上司と部下
…などの上下関係で発生しやすいです。
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健康のススメこころもからだも元気が一番 健康のススメこころもからだも元気が一番

福祉課　保健指導係　7-2125

●あなたの本当の感情は？
　下の例のように怒りを感じた時の場面を思い起こし、《STEP 1》《STEP 2》の順で「本当の感情」を探し
てみましょう。本当の感情を知ることが怒りに支配されない第一歩です。

（例）友達と遊ぶ約束をしていたのに直前でキャンセルされた！ひどい！

《STEP 1》相手にどうして欲しかった？
→約束を守ってほしかった。
→都合が悪いなら、もっと早く言って欲しかった。

《STEP 2》私はどう感じた？
→裏切られたようで悔しい。
→相手から大切に思われていないと感じて悲しい。

よりそいホットライン
☎ 0120-279-338
（フリーダイヤル）

　怒りを掘り下げると、「自分の価値観」「本当の感情」を知ることができます。そして、「沸騰するような怒り」
はおさまっているはず…。これは、自分自身を客観的に見ることができたから。
　自分の本当の感情を見つけるだけでも、怒りに振り回されずに済みます。

●怒る以外の表現方法を身につけよう！～アイ（Ｉ）メッセージ～
　《STEP 2》で出てきた「本当の感情」を「私」を主語にしてそのまま伝える方法です。

（例）私は、約束を楽しみにしていたので、裏切られたようで悔しかった。
私は、あなたから大切に思われていないと感じて悲しかった。

　「怒りの感情」と違い、「本当の感情」はとても柔らかい印象になり、相手を責
めることなく、自分の本当の感情を伝えることができます。
　相手も受け取りやすくなり、話し合うための土台ができます。自分と相手の価
値観のすり合わせは、この土台ができてから。
　怒りに振り回されず、冷静に話し合うことができるのではないでしょうか。

　「怒り」は、悪者扱いされがちですが、私たちの心を守ってくれる大切な感情
です。怒りは感じても良いのです。怒りを感じたら、「私の本当の感情は？」と
振り返る癖をつけて、伝え方を工夫しましょう！

～悩みは、言えると癒えます。怒り・悲しみ・苦しさ…吐き出してみませんか？～
　★心の相談は福祉課保健指導係へ（７－２１２５）
　★その他、各種相談窓口は下記のとおり。

こころの健康ＬＩＮＥ相談

あなたのいばしょ
チャット相談

生きづらびっと（LINE）
ID 検索 @yorisoi-chat

自分の価値観・大切にしていること。
例えば「約束を守ってほしかった」は

「約束は守るべきだ」という自分の価値観。

怒りに変わる前の自分の本当の感情。
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人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て 

　
令
和
５
年
10
月
１
日
に
和
田
裕
克
さ
ん

が
、
遠
別
町
の
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
中
で
人
権

が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
て
、
人
権

相
談
や
人
権
啓
発
等
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

●
人
権
擁
護
委
員
名

　
・
和
田　
裕
克

　
・
野
村　
裕
二

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

差
別
を
受
け
た　
暴
行
・
虐
待
を
受
け
た

セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
を
受
け
た　

い
じ
め
・
虐
待
体
罰
を
受
け
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
誹
謗
中
傷
な
ど

み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
℡
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番　

　
℡
０
１
２
０-

０
０
７-

１
１
０

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
℡
０
５
７
０-

０
７
０-

８
１
０

令
和
６
年「
遠
別
町
20
歳
を
祝
う
会
」

開
催
の
お
知
ら
せ

　
令
和
６
年
遠
別
町
20
歳
を
祝
う
会
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
お
申
し
込
み
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

●
日
時
：
令
和
６
年
１
月
７
日
（
日
）

午
後
２
時
０
０
分
（
予
定
）

●
会
場
：
遠
別
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
マ
ナ
ピ
ィ
・
21
」（
字
本
町
４
丁
目
）

●
対
象
者
：
平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）

４
月
２
日
～
平
成
16
年（
２
０
０
４
年
）

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
遠
別
町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方

（
11
月
１
日
付
で
案
内
文
書
を
送
付
し

て
い
ま
す
。）

②
進
学
や
就
職
な
ど
で
他
市
町
村
に
居
住

し
て
い
る
方
で
、
遠
別
町
20
歳
を
祝
う

会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

●
申
込
方
法
：
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
11
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
、
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
も
し
く
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
ら
参
加
申

込
フ
ォ
ー
ム
に
進
み
、
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

（
電
話
や
郵
送
で
の
お
申
込
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

Ｕ
Ｒ
Ｌ

https://form
s.gle/irnRzXYeZ1M

SB8W
x9

●
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

℡　
０
１
６
３
２-

７-

２
３
５
３

ね
ん
き
ん
の
お
知
ら
せ

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

11
月
30
日
は
「
年
金
の
日
」
で
す
。

　
日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と

協
力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
と
位
置
付
け
、
国
民
の
皆
様
に
公
的

年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

11
月
30
日
の
「
年
金
の
日
」
は
、
国
民
の

皆
様
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用

し
て
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
受
給
見

込
額
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
高
齢
期
の

生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
、
ご
自
身

の
年
金
記
録
と
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認

し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録

を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金
受
給

見
込
額
に
つ
い
て
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

基
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、

日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
い
た
だ
く
か
、
稚
内
年
金
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

稚
内
年
金
事
務
所　

℡　
０
１
６
２-

３
２-

１
９
４
１
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警
察
署
か
ら

　
「
冬
の
交
通
安
全
運
動
」
が
実
施
さ
れ

ま
す
！

〇
運
動
期
間
：
11
月
13
日
（
月
）
～
22
日

（
水
）

〇
交
通
事
故
防
止
ポ
イ
ン
ト

・
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

　

交
差
点
と
そ
の
付
近
で
は
歩
行
者
の

動
き
に
十
分
注
意
し
て
、
右
左
折
時
に

は
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
安
全
確
認
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・
歩
行
者
の
皆
さ
ん
へ

　

道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
横
断
歩
道

を
利
用
し
て
、
信
号
機
が
あ
る
場
合
は

信
号
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
二
日
酔
い
で
の
運
転
も
「
飲
酒
運
転
」

で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
カ
ー
で
確

認
す
る
な
ど
、
身
体
に
ア
ル
コ
ー
ル
が

残
っ
て
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

消防支署から

　寒い季節に欠かすことができない暖房器具ですが、ちょっとし
た不注意や誤った使用方法から火災になることがありますので、
暖房器具の取り扱いには十分注意してください。

  暖房機器の取扱いにご注意を！！  暖房機器の取扱いにご注意を！！

1　衣類などの可燃物の近くで
使用しない

2　スプレー缶などを暖房器具
のそばに置かない

 

3　寝る時や外出時には必ず火
を消す

4　カートリッジタンクの口金
は確実に締まったことを確
認してからセットする

遠別消防署ホームページ
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/shobo/ 

北海道ゼロチャレ！家計簿　～家庭の Co₂ 見える化アプリ～

　北海道では、「ゼロカーボン北海道」の実現に向けた取組の一つとして、ご家庭
における CO₂ 排出量を見える化できるアプリ「北海道ゼロチャレ！家計簿」を作
成しました。
　このアプリに自宅の電気や灯油等の使用量などを入力すると、ご家庭でどれだ
け CO₂ を排出しているかを知ることができます。
　日常の行動を変えるきっかけに、このアプリを活用していただきたいと思いま
す。

インストールはコチラ⇒

またはアプリストアにて
「北海道ゼロチャレ！家計簿」で検索

Web 版 URL 
https://zerocarbon.pref.hokkaido.lg.jp/

©2023 北海道経済部ゼロカーボン推進局地球温暖化対策課 Mail：kikou.zerocarbon@pref.hokkaido.lg.jp　　Tel：011-204-5190

おうちからの排出量が
わかるのはおもしろいわね
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議会からのたより
第56号

◆
災
害
復
旧
工
事
測
量
設
計
業
務
委

託
料　
　
　
　

４
０
０
万
円
新
規

◆
町
道
啓
明
東
６
線
（
東
６
号
橋
）

災
害
復
旧
工
事 

１
，
５
０
０
万
円
新
規

◆
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現
に

資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業

施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書

　

提
出
者　

國
部
議
員

　

賛
成
者　

山
本
議
員
、
白
井
議
員

◆
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社
会
資
本

整
備
等
に
関
す
る
意
見
書

　

提
出
者　

國
部
議
員

　

賛
成
者　

山
本
議
員
、
白
井
議
員

　

意
見
案
は
、
９
月
13
日
の
議
会
定

例
会
で
採
択
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関

に
送
付
し
た
。

◆
教
育
委
員
会
の
活
動
状
況
に
関
す

る
点
検
・
評
価
報
告
書
（
令
和
４

年
度
対
象
）

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

・
山
本
大
樹
氏
（
本
町
４
）
の
任
命

に
同
意
し
た
。

◆
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
規
約
の
変
更

◆
子
ど
も
医
療
福
祉
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
一
般
会
計
】

◆
遠
別
町
名
誉
町
民
・
前
議
会
議
長

お
別
れ
の
会
実
行
委
員
会
補
助
金

１
２
３
万
円
減

◆
町
有
地
分
筆
測
量
業
務
委
託
料

４
９
３
万
円
新
規

◆
遠
別
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
設
置

業
務
委
託
料　
　

３
０
０
万
円
増

◆
次
世
代
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
費

修
繕
料　
　
　
　
　

４
０
万
円
増

◆
不
妊
治
療
費
等
助
成
金

４
９
万
１
千
円
新
規

◆
町
立
診
療
所
建
設
工
事

９
，
６
６
３
万
５
千
円
増

◆
町
立
診
療
所
廃
棄
物
庫
設
置
工
事

２
６
０
万
円
削
除

　
９
月
11
日
か
ら
９
月
15
日
の
５
日

間
を
会
期
と
し
て
開
催
し
、
報
告
３

件
、教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
１
件
、

規
約
変
更
・
条
例
改
正
２
件
、
補
正

予
算
６
件
、
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
７
件
、
意
見
案
２
件
、
発
議
１

件
の
合
計
22
件
の
議
案
が
提
案
さ

れ
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
山
本
議
員
、
國
部
議

員
、
白
幡
議
員
の
３
名
が
行
い
、
会

期
を
２
日
残
し
閉
会
し
ま
し
た
。

◆
町
立
国
保
病
院
院
長
の
退
職

　
〈
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
〉

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
の

今
後
〈
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
〉

◆
令
和
５
年
度
普
通
交
付
税
等
の
決

定
◆
北
海
道
中
学
校
体
育
大
会
及
び
第

43
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学

生
大
会
の
出
場
結
果

◆
令
和
４
年
度
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告

◆
令
和
４
年
度
資
金
不
足
比
率
の
報

告 第
７
回
定
例
会

報　
告

審
議
事
項

主
な
補
正
予
算

行
政
報
告

意
見
案
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議会からのたより
第56号

　

議
会
会
議
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
開
し
て
お
り
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た

第
３
回
遠
別
町
議
会
臨
時
会
か
ら

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
、
議
会
や
決
算
審
査
特
別

委
員
会
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会

の
開
催
後
、
会
議
録
が
作
成
で
き

次
第
、
公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
議
録
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
及
び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
次
の
と

お
り
で
す
。

議
会
会
議
録
の
公
開
に
つ
い
て

URL：
http://www.town.embetsu.hokkaido.jp/
docs/2023080700019/

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

第
７
回
定
例
会

町
立
国
保
病
院
院
長
の
退
職

　

斉
ノ
内
院
長
が
10
月
23
日
付
を

も
っ
て
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

診
療
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
28
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、

診
療
体
制
を
大
幅
に
変
更
す
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
10
月
か
ら
の
診
療
体
制
に
つ
き
ま

し
て
は
、
既
に
双
方
向
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
周
知
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
後

任
の
医
師
は
未
定
の
た
め
、
北
海
道

地
域
医
療
振
興
財
団
か
ら
の
非
常
勤

医
師
に
よ
る
、
毎
週
火
曜
日
か
ら
木

曜
日
ま
で
の
午
前
中
の
内
科
外
来
診

療
の
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
常
勤

医
師
が
不
在
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、

救
急
車
の
搬
送
受
け
入
れ
の
停
止
、

入
院
患
者
の
受
け
入
れ
停
止
、
午
後

か
ら
の
診
療
や
土
日
祝
祭
日
及
び
夜

間
の
急
患
対
応
に
つ
き
ま
し
て
も
停

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
当
面
の
間
、
町
民
の
皆
様
へ
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
け

れ
ど
も
、
現
在
、
常
勤
医
師
確
保
に

向
け
北
海
道
地
域
医
療
振
興
財
団
や

全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
な
ど
の
公

的
機
関
及
び
民
間
の
医
師
紹
介
会
社

に
間
断
な
く
働
き
か
け
を
行
っ
て
お

り
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
の
診
療
所

の
業
務
開
始
に
向
け
て
、
１
日
も
早

い
常
勤
医
師
の
確
保
に
尽
力
を
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

友
愛
苑
の
今
後
に
つ
い
て

　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
友
愛
苑
を

運
営
し
て
お
り
ま
す
、
社
会
福
祉
法

人
湯
ら
ん
福
祉
会
理
事
長
が
８
月
25

日
に
来
庁
い
た
し
「
近
い
将
来
、
事

業
か
ら
撤
退
す
る
意
向
が
あ
る
」
と

の
申
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
報
告

を
い
た
し
ま
す
。

　
撤
退
の
理
由
と
し
ま
し
て
は
「
介

護
人
材
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ

と
」「
将
来
に
お
け
る
人
口
減
少
に

伴
い
ニ
ー
ズ
が
減
少
し
、
経
営
が
厳

し
く
な
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と
」
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

撤
退
の
時
期
に
つ
き
ま
し
て
は

「
事
業
継
承
す
る
事
業
者
が
定
ま
っ

て
お
ら
ず
、
現
に
入
所
さ
れ
て
い
る

方
へ
の
責
任
が
あ
る
こ
と
か
ら
明
言

で
き
な
い
」
と
し
た
も
の
の
「
近
い

将
来
の
う
ち
」
と
の
表
現
で
あ
り
ま

す
。

　
法
人
と
し
て
は
、
友
愛
苑
職
員
に

対
し
、
既
に
理
事
長
が
直
接
口
頭
で

説
明
を
済
ま
せ
て
お
り
、
入
所
者
・

家
族
へ
の
説
明
に
つ
き
ま
し
て
は
、

文
書
に
よ
り
説
明
す
る
と
の
報
告
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
３
月
の
ユ
ニ
ッ
ト
型
個
室
の

休
止
に
続
き
、
こ
の
よ
う
な
報
告
と

な
り
、
入
所
者
・
家
族
を
は
じ
め
町

民
の
皆
様
、
友
愛
苑
職
員
の
皆
様
に

は
不
安
が
広
が
る
も
の
と
想
定
さ
れ

ま
す
が
、
引
き
続
き
、
湯
ら
ん
福
祉

会
と
の
協
議
を
進
め
な
が
ら
、
本
町

の
高
齢
者
福
祉
の
中
核
で
あ
る
友
愛

苑
の
存
続
に
向
け
、
新
た
な
展
開
を

模
索
す
る
な
ど
早
期
に
方
向
性
を
見

出
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ご

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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議会からのたより
第56号

第  

７  

回  

定  

例  

会  「  

一  

般  

質  

問  

」

男
性
用
個
室
ト
イ
レ
に
サ
ニ

タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す

る
動
き
が
自
治
体
や
商
業
施
設
に
広

が
っ
て
い
る
。
男
性
の
尿
漏
れ
の
原

因
と
し
て
大
半
を
占
め
る
の
は
前
立

腺
肥
大
で
、
特
に
前
立
腺
が
ん
や
膀

胱
が
ん
は
男
性
が
ん
で
最
も
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
ま
す

ま
す
そ
の
数
が
増
え
て
い
く
と
言
わ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
疾
病
に
よ
る
も

の
の
ほ
か
、
加
齢
に
よ
っ
て
尿
漏
れ

パ
ッ
ド
が
必
要
な
方
も
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
70
代
以
上
の
62
％
の
男
性

が
尿
漏
れ
の
経
験
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
尿
漏
れ
の
パ
ッ
ド
を
使
用

し
て
い
る
男
性
の
７
割
近
く
が
、
男

性
用
個
室
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
が
な
く
て
困
っ
た
経
験
が

あ
る
と
答
え
て
い
る
。

　
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
交
換
で
き
る
よ

う
、
公
共
の
場
の
男
性
用
ト
イ
レ
及

び
多
目
的
ト
イ
レ
に
専
用
の
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
、
尿
漏
れ

を
気
に
せ
ず
、
外
出
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
急

務
と
考
え
る
が
、
町
長
の
見
解
を
伺

う
。

疾
病
や
加
齢
に
よ
る
尿
漏
れ

に
苦
労
す
る
男
性
も
多
く
、

公
共
施
設
の
男
性
用
個
室
に
サ
ニ
タ

リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
動
き
は

全
国
的
に
進
ん
で
き
て
い
る
。

　

現
在
ま
で
本
町
に
お
い
て
、
認
知

症
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
を
除
き
、

男
性
の
尿
漏
れ
に
関
す
る
困
り
ご
と

の
相
談
は
無
い
が
、
個
人
の
尊
厳
に

関
わ
る
他
人
に
話
し
に
く
い
こ
と
で

あ
る
と
理
解
を
し
て
い
る
。

　

町
内
の
主
な
公
共
の
場
に
お
け
る

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
状
況

は
、
指
定
管
理
者
が
運
営
し
て
い
る

「
道
の
駅
え
ん
べ
つ
富
士
見
」
に
つ

い
て
は
、
令
和
２
年
の
開
設
当
初
か

ら
男
性
用
個
室
及
び
多
目
的
ト
イ
レ

に
設
置
済
み
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
旭

温
泉
」
に
つ
い
て
は
、
浴
室
ト
イ
レ

に
設
置
済
み
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

「
役
場
」
及
び
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ

ア
多
世
代
拠
点
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に

お
い
て
は
、
男
女
兼
用
の
多
目
的
ト

イ
レ
に
設
置
済
み
で
、「
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
」「
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」

「
屋
内
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
」
に
は
、
現
在
設
置
さ
れ

て
い
な
い
。

　

男
性
用
個
室
に
設
置
さ
れ
て
い
な

い
施
設
も
多
い
こ
と
か
ら
、
公
共
施

設
に
は
早
期
の
設
置
、
指
定
管
理
に

よ
る
施
設
に
は
設
置
の
依
頼
を
し
た

い
。
今
後
も
、
誰
も
が
快
適
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
配
慮
し
、
外
出
す
る
こ

と
を
喜
べ
る
環
境
を
整
え
た
い
と
考

え
て
い
る
。再　

質　
問

道
の
駅
富
士
見
は
町
外
か
ら

の
人
た
ち
が
多
く
来
る
こ
と

か
ら
、
ト
イ
レ
の
入
り
口
、
ド
ア
の

と
こ
ろ
、
ト
イ
レ
内
の
３
箇
所
に
、

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
が
あ
る
と
い

う
掲
示
が
あ
れ
ば
助
か
る
と
考
え

る
。

　
ま
た
、
環
境
の
イ
メ
ー
ジ
を
高
め

る
た
め
に
も
、
快
適
な
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載

せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

設
置
が
ど
こ
ま
で
視
認
で
き

る
か
、
不
便
に
感
じ
て
る
方

が
目
視
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
か
ら
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

　

な
か
な
か
本
人
自
身
も
手
を
挙
げ

て
言
え
る
問
題
で
は
な
い
の
で
、
そ

こ
も
配
慮
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
こ
と

に
つ
い
て
も
、
周
知
は
図
っ
て
い
き

た
い
。

町
政
を
問
う

問

答

問

山本議員　 問 公共施設の男性用トイレにサニタリーボックスを設置しては？

笹川町長　 答 公共施設の男子用トイレに早期に設置したい。

答

役場に設置されているサニタリーボックス
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議会からのたより
第56号 國部議員　 問 公共施設へ防犯カメラを設置しては？／男女共同参画条例を策定すべきでは？

笹川町長　 答 新設の公共施設には設置する。／第７期総合計画において必要事項を定めたい。

①
町
内
に
お
け
る
公
設
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
と
管
理
方

法
を
伺
う
。

　
民
間
の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
、

ほ
か
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い
る
よ

う
な
助
成
事
業
を
導
入
す
る
考
え
は

な
い
か
。

　
②
現
在
議
場
の
出
席
者
は
全
て
男

性
で
あ
り
、当
町
で
は
女
性
が
議
員

に
な
っ
た
例
は
な
く
、過
去
に
委
員

長
で
の
女
性
の
出
席
が
あ
る
の
み
と

な
っ
て
い
る
。近
隣
町
村
と
比
較
し
て

も
、極
端
に
少
な
い
。男
性
だ
け
で
な

く
、女
性
も
含
め
た
オ
ー
ル
遠
別
の

よ
う
な
体
制
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。町
全
体
の
雰
囲

気
を
醸
成
す
る
た
め
男
女
共
同
参
画

条
例
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
男
女
共
に
働
き
や
す
い
職
場・住
み

や
す
い
自
治
体
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
役
場

内
に
お
い
て
は
旧
姓
使
用
を
求
め
る

規
則
策
定
の
検
討
を
し
た
ら
ど
う
か
。

①
町
内
に
お
け
る
公
設
の
防
犯

カ
メ
ラ
は
現
在
設
置
し
て
い
な

い
が
、今
後
、建
設
す
る
公
共
施
設
に

つ
い
て
は
、地
域
の
安
全
と
防
犯
、犯

罪
防
止
の
た
め
、防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
対
す
る
助
成

事
業
に
つ
い
て
は
、自
ら
の
生
活
安
全

の
確
保
や
防
犯
上
必
要
と
な
る
も
の

で
あ
り
、民
間
の
設
置
を
促
進
す
る

た
め
町
と
し
て
現
在
助
成
す
る
考
え

は
な
い
。

　

②
第
７
期
の
遠
別
町
総
合
計
画
に

お
い
て
必
要
事
項
を
定
め
、男
女
共

同
参
画
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

　
「
旧
姓
使
用
を
認
め
る
規
則
」に
つ

い
て
は
、職
員
組
合
な
ど
と
協
議
を

し
な
が
ら
必
要
で
あ
れ
ば
要
綱
等
の

制
定
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

再　
質　
問

①
新
設
の
施
設
だ
け
で
は
な

く
、既
存
の
公
共
施
設
へ
も
設

置
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。ま

た
、防
犯
や
交
通
安
全
な
ど
の
た
め

に
、必
要
な
場
所
を
警
察
な
ど
と
協

議
し
て
設
置
を
進
め
る
考
え
は
な
い

か
。こ
う
し
た
設
置
に
よ
っ
て
個
人

情
報
な
ど
の
観
点
か
ら
管
理
運
用
方

法
の
見
通
し
な
ど
も
併
せ
て
伺
う
。

　
②
第
７
期
総
合
計
画
は
、令
和
８

年
度
か
ら
の
取
り
組
み
と
な
る
た
め

条
例
や
個
別
計
画
な
ど
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
旧
姓
使
用
を
認
め
る
規
則
に
関
し

て
今
現
在
の
職
員
が
必
要
性
を
感
じ

て
い
な
く
て
も
、将
来
的
に
役
場
に

就
職
を
考
え
て
い
る
人
に
対
し
て
判

断
材
料
な
り
え
る
こ
と
か
ら
再
度
答

弁
い
た
だ
き
た
い
。

①
新
設
施
設
だ
け
で
な
く
、防

犯
や
交
通
安
全
な
ど
の
た
め

に
、道
路
な
り
公
園
な
り
と
い
う
こ
と

だ
が
、こ
の
管
理
に
つ
い
て
も
、か
な
り

微
妙
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。現
状
の

人
的
資
源
の
状
況
の
中
で
、監
視
カ

メ
ラ
を
常
時
監
視
す
る
こ
と
は
難
し

い
。何
か
の
形
で
業
務
監
視
を
す
る
た

め
の
カ
メ
ラ
と
い
う
よ
う
な
形
が
出

て
く
れ
ば
別
で
あ
る
が
、公
園
、道
路

に
つ
い
て
は
難
し
い
一
面
が
あ
り
、今

後
ど
う
い
う
こ
と
が
一
番
い
い
か
、効

率
的
な
の
か
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

既
存
施
設
と
な
る
と
、指
定
管
理

者
が
用
意
し
た
、例
え
ば
道
の
駅
と

か
と
な
り
、運
用
は
、指
定
管
理
を
受

注
し
た
業
者
に
な
り
、何
か
あ
っ
た
と

き
に
は
警
察
に
協
力
す
る
と
い
う
よ

う
な
形
に
な
る
と
思
う
。積
極
的
に

防
犯
カ
メ
ラ
、監
視
カ
メ
ラ
、業
務
監

視
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
考
え
は
今
の

と
こ
ろ
な
い
。

　

今
建
設
し
て
い
る
診
療
所
の
中
等

に
つ
い
て
も
制
約
が
あ
り
、監
視
カ
メ

ラ
の
よ
う
な
も
の
は
置
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
形
に
な
っ
て
い
る
。そ
れ
に

つ
い
て
は
運
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

②
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と

い
う
意
欲
的
な
女
性
が
出
て
き
た
段

階
に
お
い
て
は
、芽
を
摘
ま
な
い
よ

う
、我
々
男
性
側
が
フ
ォ
ロ
ー
、協
力

を
す
る
と
い
う
形
が
で
て
く
れ
ば
い

い
と
、そ
の
象
徴
と
し
て
共
同
参
画
の

要
綱
や
取
り
決
め
と
い
う
ふ
う
に
理

解
し
て
い
る
。

　

旧
姓
使
用
だ
が
、全
体
の
理
解
が

ど
こ
ま
で
出
来
上
が
る
か
が
、大
き
な

前
提
に
な
る
と
思
う
。最
初
の
答
弁

で
、職
員
組
合
と
の
協
議
も
と
話
を

し
た
。結
婚
し
た
か
ら
に
は
、ど
ち
ら

か
の
性
を
名
乗
る
わ
け
で
、旧
姓
を

使
っ
て
も
い
い
と
な
る
か
、な
ら
な
い

か
、詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

問
題
だ
と
思
う
。

問

答

答

問

15



白幡議員　 問 新築住宅に対する助成の実施は？／移住対策の新たな支援策は？

笹川町長　 答 住宅新築価格高騰のため状況を注視したい。／必要な支援策があれば適時対応したい。

遠
別
町
も
少
子
高
齢
化
に
伴
っ

て
人
口
減
少
、人
口
流
出
な
ど

が
進
み
、町
内
会
の
活
動
が
成
り
立

た
な
く
な
っ
た
な
ど
の
声
を
町
民
の

方
か
ら
伺
っ
て
い
る
。あ
ら
ゆ
る
物
の

物
価
高
騰
を
受
け
、日
常
生
活
を
す

る
上
で
町
民
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、今
年
度
町
内
で

６
件
の一般
新
築
住
宅
の
申
請
が
あ

り
、住
宅
を
新
築
し
、町
内
に
定
住
し

頑
張
っ
て
い
く
姿
は
、素
晴
ら
し
い
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
で
も
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
、結
婚・出
産
祝
い
金
な
ど
移
住・

定
住
に
向
け
た
事
業
を
し
て
い
る

が
、人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら

な
い
。

　
大
型
事
業
が
続
く
中
、町
財
政
も

厳
し
い
と
思
う
が
、定
住
促
進
及
び

地
域
経
済
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も

新
た
な
支
援
策
が
必
要
と
考
え
、次

の
２
点
を
伺
う
。

　
①
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
、

過
疎
化
減
少
を
抑
え
る
観
点
か
ら
、

過
去
に
行
っ
て
い
た一般
住
宅
新
築
に

対
す
る
助
成
の
考
え
は
な
い
か
。

　
②
令
和
４
年
３
月
の
移
住
対
策
の

質
問
で
、起
業
化
支
援
事
業
、新
規

就
農
対
策
、結
婚・出
産
祝
い
金
、移

住
定
住
の
確
保
、医
療
費
の
無
料
化

な
ど
様
々
な
支
援
事
業
を
行
っ
て
お

り
、追
加
支
援
策
は
考
え
て
な
い
と

の
答
弁
だ
が
、今
後
新
た
な
施
策
を

進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

本
町
の
住
宅
支
援
は
、平
成
６

年
度
か
ら
10
年
間
、人
口
流
出

に
よ
る
過
疎
化
現
象
を
抑
え
、町
民

の
定
住
化
を
図
り
、豊
か
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
住
宅
の
新
築
や
増
築
へ
の
助
成
、

平
成
21
年
度
か
ら
３
年
間
、町
民
の

安
全
と
安
心
を
確
保
し
、環
境
整
備

等
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

危
険
老
朽
空
き
家
の
除
去
へ
の
助
成
、

平
成
24
年
度
か
ら
現
在
ま
で
快
適
な

住
環
境
の
整
備
と
定
住
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

①
今
後
も
既
存
住
宅
の
利
活
用
を

推
進
す
る
た
め
に
、住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

事
業
は
、令
和
８
年
度
ま
で
継
続
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、住
宅
新
築
に

対
す
る
助
成
は
、住
宅
新
築
の
戸
数

も
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、現

在
考
え
て
い
な
い
が
、昨
今
、物
価
高

騰
や
住
宅
の
高
性
能
・
省
エ
ネ
化
に
伴

い
、住
宅
新
築
の
価
格
が
高
騰
し
て

い
る
の
で
、今
後
の
状
況
を
注
視
し
た

い
。

　

②
移
住
・
定
住
対
策
の
追
加
支
援

だ
が
、本
町
で
は
企
業
化
支
援
事
業

を
始
め
、現
在
も
様
々
な
移
住
・
定
住

対
策
事
業
を
行
っ
て
い
る
。令
和
４
年

３
月
の
一
般
質
問
に
て
、現
段
階
で
は

追
加
支
援
を
考
え
て
い
な
い
と
答
え

て
い
る
が
、時
代
の
流
れ
や
社
会
情
勢

の
変
化
に
よ
り
、必
要
な
支
援
策
が

あ
れ
ば
、適
時
、対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
は

な
い
。今
年
度
か
ら
結
婚
・
出
産
祝
い

金
の
内
容
を
見
直
す
な
ど
、よ
り
良

い
対
策
と
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

　

物
価
高
騰
な
ど
情
勢
の
変
化
が
な

い
と
は
言
わ
な
い
が
、今
す
ぐ
に
追
加

支
援
策
を
打
ち
出
す
も
の
は
な
い
。

再　
質　
問

①
第
６
期
総
合
計
画
に
も
空
き

家
対
策
に
関
わ
る
費
用
の
助

成
等
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。こ
の

よ
う
な
助
成
も
必
要
か
と
思
う
。し

か
し
な
が
ら
、費
用
対
効
果
な
ど
を

考
え
る
と
、新
築
に
対
す
る
助
成
も

必
要
だ
と
思
う
。町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
観

点
か
ら
も
助
成
で
き
な
い
か
。

空
き
家
対
策
の
助
成
だ
が
、ど

の
町
に
も
老
朽
化
し
て
手
の
つ

け
ら
れ
な
い
住
宅
が
あ
る
の
は
理
解

い
た
だ
け
る
と
思
う
し
、わ
が
町
の
場

合
は
、国
道
沿
い
に
そ
う
い
う
住
宅

が
多
く
見
ら
れ
、町
の
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
芳
し
く
な
い
。そ
こ
で
難
し
い
問
題

が
あ
る
が
、地
主
と
建
て
主
が
違
う
、

若
し
く
は
、家
主
、後
継
者
な
り
が
相

続
を
放
棄
し
た
と
い
う
そ
う
い
う
問

題
を
先
に
手
を
つ
け
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

　

①
新
築
住
宅
も
、リ
フ
ォ
ー
ム
と
並

列
し
て
や
る
こ
と
は
、こ
れ
は
考
え
て

い
か
な
い
と
な
ら
な
い
。令
和
８
年
度

で
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
区
切
り
を
つ

け
た
い
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
を
答

弁
を
し
た
。そ
れ
と
絡
め
な
が
ら
、ど

う
い
っ
た
形
が
い
い
か
、住
み
続
け
て

い
た
だ
く
た
め
に
ど
う
し
た
ら
い
い

か
考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と

で
あ
り
、あ
ま
り
時
間
を
か
け
な
い
で

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

問

答

議会からのたより
第56号

答

問
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【
一
般
会
計
（
歳
出
）】

― 
総
務
費 

―

移
住
交
流
事
業
に
つ
い
て

都
市
部
か
ら
の
移
住
定
住
に

繋
げ
る
た
め
、
東
京
で
の
北

海
道
フ
ェ
ア
に
参
加
し
、
22
名
の
相

談
者
の
中
で
移
住
希
望
者
は
何
名
い

た
の
か
。

22
名
の
中
に
は
っ
き
り
移
住
と

答
え
た
方
は
い
な
い
が
、
２
、

３
名
の
方
は
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ
い

た
。

― 

民
生
費 

―

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
周
知
に
つ
い
て

通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
ベ
ル
を
押

し
て
札
幌
に
い
く
と
い
う
内
容

も
理
解
で
き
な
い
っ
て
い
う
方
も
聞

く
。
通
報
シ
ス
テ
ム
は
本
当
に
貴
重

で
、
知
ら
な
い
人
も
お
り
、
何
か
周

知
す
る
形
を
と
れ
な
い
か
。

民
生
委
員
や
社
協
の
ヘ
ル

パ
ー
を
中
心
に
事
業
周
知
を

し
て
き
た
が
、
今
ま
で
以
上
に
皆
さ

ん
に
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
よ
う
に

周
知
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。

【
一
般
会
計
（
歳
入
）】

公
営
住
宅
の
空
き
部
屋
対
策
は
？

現
状
、
使
用
可
能
な
空
き
部

屋
の
数
は
？

９
月
12
日
現
在
、
空
い
て
る

戸
数
が
17
戸
と
な
っ
て
い
る
。

空
き
部
屋
対
策
と
し
て
所
得

制
限
等
あ
る
と
思
う
が
こ
れ

を
見
直
す
つ
も
り
は
あ
る
か
。

　
例
え
ば
、
見
な
し
特
公
賃
と
し
て

扱
う
な
ど
、
そ
う
い
っ
た
対
策
は
あ

る
の
か
。対

策
と
し
て
は
、
１
点
目
が

随
時
募
集
を
今
年
か
ら
始
め

て
い
る
。
あ
わ
せ
て
、
今
後
、
見
な

し
特
公
賃
を
追
加
で
使
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
所
得
制
限
は
現
在
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附
金
の
減
収
対
策

前
年
度
比
に
対
し
て
、
大
幅

に
減
収
と
な
っ
た
要
因
は
？

大
き
な
理
由
と
し
て
、
遠
別

高
校
の
商
品
と
い
う
と
こ
ろ

も
考
え
ら
れ
る
。
あ
と
は
、
商
品
数

も
十
分
な
確
保
は
で
き
な
い
と
こ
ろ

も
、
大
き
な
要
因
か
と
い
う
と
こ
ろ

で
、
全
国
的
に
見
る
と
、
寄
附
額
総

体
は
上
が
っ
て
る
よ
う
だ
が
、
遠
別

町
は
、
下
が
っ
て
る
状
況
。
個
人
の

こ
と
な
の
で
分
析
は
難
し
い
が
、１
，

０
０
０
人
程
度
、
去
年
、
一
昨
年
と

同
じ
方
が
寄
附
さ
れ
て
る
中
で
、
そ

の
ほ
か
の
方
が
大
き
く
減
っ
て
い

る
。

町
も
危
機
感
が
あ
る
と
思
う

が
、
今
後
の
増
進
に
向
け
た

対
策
は
？

今
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、

広
告
費
、
少
な
い
予
算
で
効

果
的
な
こ
と
を
と
い
う
と
こ
ろ
で
、

１
件
の
サ
イ
ト
に
掲
載
と
全
国
版
の

じ
ゃ
ら
ん
に
掲
載
。
以
前
サ
イ
ト
を

増
や
し
て
対
策
し
て
き
た
中
で
、
今

年
は
利
用
率
の
多
い
２
社
に
絞
り
、

充
実
さ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

― 

簡
易
水
道
特
別
会
計
（
総
括
） 

―

公
営
企
業
会
計
適
用
に
伴
う

町
民
へ
の
影
響
は
？

令
和
６
年
度
か
ら
企
業
会
計

へ
移
行
す
る
と
い
う
こ
と
で

聞
い
て
い
る
が
、
ル
ー
ル
な
の
で

し
ょ
う
が
な
い
と
は
思
う
が
、
水
道

料
金
な
ど
町
民
に
与
え
る
影
響
等

が
、そ
う
い
っ
た
部
分
で
あ
っ
た
ら
、

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
含
め
て
お

教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

基
本
的
に
は
、
会
計
上
の
資
産

管
理
が
整
理
で
き
る
と
い
う
の

が
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
。
今
回
の
企
業

会
計
の
適
用
に
伴
い
、
水
道
料
金
を

見
直
し
て
資
産
と
い
う
か
会
計
で
、

歳
入
歳
出
イ
コ
ー
ル
に
す
る
と
い
う

よ
う
な
考
え
は
今
の
と
こ
ろ
な
い
の

で
、
町
民
に
対
す
る
影
響
と
い
う
の

は
特
に
な
い
。

議会からのたより
第56号

問

令
和
４
年
度　
各
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会　
９
月
12
日

問 答

答

問答

問答 問

答 問

問答

答
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総務産業常任委員会　町内所管事務調査

議会からのたより
第56号

　９月１５日に総務産業常任委員会町内所管事務調査が行われ、午前中には現地調査活動として、
妻沼牧場、作況状況、野球場、診療所、旧とんがりかんの５箇所を調査し、午後からは議会審議
の参考に資するため、担当者への事情聴取が行われた。

現地での調査活動

　鉄筋コンクリート造３階建て、建築面積８６３．３３㎡、
延床面積が１，８５９．５４㎡。
　現在の工事の進捗状況は、躯体コンクリートの打設が
完了し、内外装の作業が進められ、令和６年４月の診療
所の開所に向け、工事が進んでいる。

診療所建設及び開所に向けた進捗の状況（本町）

　工事の進捗状況は、改修部分の撤去がほぼ完了し、今
後の天候等の関係から塔屋部分の整備を先行して行って
いる。
　令和６年４月の開設に向け、工事が進んでいる。

旧とんがりかんの改修工事進捗及び運営予定の状況（富士見）

事情聴取

（１）特別養護老人ホーム「友愛苑」の現状について
　「友愛苑」は、町立の老人ホームとして開設し、平成１9 年度に湯らん福祉会が指定管理者となり、
平成２2 年に建物を無償譲渡、完全民営化として現在に至る。
　令和４年度に北海道及び町から補助を受けて外壁改修工事を行ったが、令和５年３月末で、職員
の確保困難が主な理由でユニット型入所を休止。
　また、職員に対し理事長が将来的に友愛苑の運営から撤退したい旨の話がされたとの事であり、
町長からは、継承して運営する事業者を責任を持って探していただきたいと申し入れており、湯らん
福祉会では継承事業者を探している。議会としては、今後の状況を把握しながら町と一体となり、
特別養護老人ホームの存続に向けての進捗状況等を当委員会の継続調査課題とした。

（２）遠別町立国保病院救急対応等について
　令和５年９月議会定例会において、遠別町立国保病院の院長退職の行政報告を受けた。常勤医
師が不在となるため、入院病棟の停止及び救急患者の受入れができなくなる。
　１０月からの診療は、毎週火曜日から木曜日の診療を、派遣医師により行い、早急に常勤医が確
保できるよう関係機関に当たっている状況である。
　入院患者は、９月２８日までに転院できるよう進めており、救急車の対応は、道立羽幌病院及び
天塩町立国保病院で受け入れいただけるよう調整済みである。１０月からの診療及び救急対応につ
いて、全戸配布で周知するよう要請。
　建設中の町立診療所開所には、常勤医確保が絶対条件であり、常勤医の確保状況を当委員会の
継続調査課題とした。
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議会からのたより
第56号

第
８
回
臨
時
会

町
立
国
保
病
院

医
師
の
採
用
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
11
月
１
日
付
で
、
町

立
国
保
病
院
の
会
計
年
度
任
用
院

長
と
し
て
、
坂
東
裕
基
医
師
を
採

用
い
た
し
ま
す
。

　
坂
東
医
師
は
、
香
川
県
出
身
の

46
歳
の
内
科
医
師
で
あ
り
、
平
成

18
年
に
香
川
大
学
医
学
部
を
卒
業

し
、
大
阪
医
療
セ
ン
タ
ー
、
屋
久

島
徳
洲
会
病
院
、東
京
警
察
病
院
、

Ｊ
Ｒ
東
京
総
合
病
院
な
ど
の
勤
務

を
経
験
さ
れ
て
お
り
、
任
用
期
間

に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
11
月
か
ら
の
診
療
体
制
に
つ
き

ま
し
て
は
、
総
合
内
科
専
門
医
と

し
て
、
主
に
内
科
の
診
療
業
務
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

現
在
外
来
診
療
を
行
っ
て
い
る
北

海
道
地
域
医
療
振
興
財
団
の
出
張

医
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き

派
遣
を
し
て
い
た
だ
き
、
診
療
体

制
の
強
化
及
び
医
師
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
救
急
車
の
受

入
れ
に
つ
き
ま
し
て
も
、
停
止
な

ど
の
制
限
に
よ
り
町
民
の
皆
様
へ

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て

も
解
除
と
な
り
、
ほ
ぼ
従
前
の
診

療
体
制
に
戻
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
ま
た
、
来
年
度
の
常
勤
医
の
採

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
40
代
の
医

師
が
４
月
か
ら
内
定
し
て
お
り
、

令
和
６
年
４
月
か
ら
の
採
用
予
定

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
医
師
２
人

体
制
の
確
保
を
目
指
し
、
町
民
の

皆
様
へ
の
安
定
し
た
診
療
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
尽
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
一
般
会
計
】

福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
金
に
つ
い
て

昨
年
度
申
請
し
て
な
い
人
は
い

た
か
。

申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い
た
。

申
請
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
と

か
、ど
う
い
う
方
法
で
周
知
し
、

何
名
申
請
し
て
い
な
い
方
が
い
た

か
。

お
知
ら
せ
広
報
や
Ｉ
Ｐ
な
ど
で

周
知
し
て
い
る
。ほ
か
に
、情
報

の
届
き
に
く
い
方
に
は
、社
会
福
祉
協

議
会
の
ヘ
ル
パ
ー
や
、民
生
委
員
に
お

願
い
し
声
か
け
を
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

概
ね
50
人
か
ら
60
人
程
度
。

　
10
月
27
日
の
１
日
間
を
会
期
と
し

て
開
催
し
、
報
告
１
件
、
補
正
予
算

４
件
の
合
計
５
件
の
議
案
が
提
案
さ

れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
閉
会
し

ま
し
た
。

◆
町
立
国
保
病
院
医
師
の
採
用

　
〈
詳
細
は
下
段
〉

◆
第
21
回
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
出
場

◆
総
務
産
業
常
任
委
員
会
町
内
所
管

事
務
調
査
報
告

【
一
般
会
計
】

◆
福
祉
灯
油
等
購
入
助
成
金

４
３
５
万
円
新
規

◆
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
全
道
大
会
出
場

補
助
金　
　
　

６
６
万
６
千
円
増

【
国
保
病
院
事
業
会
計
】

◆
医
師
対
策
費

３
８
２
万
８
千
円
増

第
８
回
臨
時
会

報　
告

主
な
補
正
予
算

行
政
報
告

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

町
長
か
ら
の
行
政
報
告
（
抜
粋
）

主
な
補
正
予
算
へ
の
質
疑

問答問答
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議会からのたより
第56号

　

８
月
17
日
、
議
会
広
報
研
修
会

が
札
幌
市
で
行
わ
れ
、
議
会
報
発

行
特
別
委
員
会
か
ら
委
員
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
自
治
体
広
報
広

聴
研
究
所　

代
表
理
事
・
広
報
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
金
井
茂
樹
氏
に
よ

る
「
伝
わ
る
議
会
報
の
編
集
ポ
イ

ン
ト
」
と
題
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や

見
や
す
さ
な
ど
広
報
委
員
と
し
て

役
立
つ
情
報
を
学
び
ま
し
た
。　

　
　
　

　

８
月
29
日
、
留
萌
管
内
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
羽
幌
町
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
修
会
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
令
和
元
年
度
開
催
以
降
、

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
当
町
か

ら
は
議
員
８
名
と
事
務
局
職
員
２

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
人
が
輝
き
、
ま

ち
が
輝
く
！
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
・
し
も
か
わ
の
挑
戦
」
と
題
し
て
、

前
下
川
町
長　

谷　

一
之　

氏
の

講
演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

６
月
15
日
、
留
萌
管
内
町
村
議

会
議
長
会
総
会
で
、
自
治
功
労
者

「
町
村
議
会
議
員
と
し
て
12
年
以
上

在
職
」
と
し
て
柏
谷
美
春
前
議
員

と
大
石
幸
夫
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
状
の
伝
達
つ
い
て
は
、
柏

谷
美
春
前
議
員
に
は
７
月
31
日
に

自
宅
へ
訪
問
し
、
小
森
議
長
よ
り

伝
達
し
、
大
石
議
員
に
は
９
月
11

日
の
議
会
定
例
会
開
会
前
に
小
森

議
長
よ
り
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
７
日
、
東
京
遠
別
会
（
高

橋
二
三
次
会
長
）
の
総
会
が
東
京

都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
議
会
か
ら
は
小
森
議
長
、
白

井
議
員
、
山
下
議
員
の
３
名
が
出

席
し
、
町
か
ら
は
笹
川
町
長
ほ
か

町
職
員
２
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

同
会
の
総
会
は
、
台
風
や
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ

り
、
４
年
間
中
止
し
て
お
り
、
そ

の
間
、
同
会
の
西
島
秀
雄
前
会
長

が
令
和
３
年
３
月
に
逝
去
さ
れ
、

総
会
後
に
長
年
に
わ
た
り
同
会
の

運
営
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
を
た
た

え
、
偲
ぶ
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
広
報
研
修
会

留
萌
管
内
町
村
議
会
議
員
研

修
会

留
萌
管
内
町
村
議
会
議
長
会

表
彰

東
京
遠
別
会
総
会
及
び
偲
ぶ
会

表彰状を受け取る大石議員

講師　谷　一之 氏

東京遠別会総会時の様子

議会広報研修会の様子
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議会からのたより
第56号

議会の主な動き ( 令和 5 年 8 月～令和 5 年 10 月）

8 月
17 ～
18 日

議会広報研修会（札幌市）

19 日 遠別町戦没者・功労者追悼式
28 日 第６回議会全員協議会

第３回議会運営委員会
29 日 留萌管内町村議会議員研修会

（羽幌町）
31 日 日本学校農業クラブ北海道連

盟第 43 回全道意見発表大会

9 月
2 日 留萌自衛隊及び稚内地方協力本部稚内地

域事務所親睦パークゴルフ大会
11 ～
13 日

第７回遠別町議会（定例会）

12 日 令和４年度遠別町各会計決算審査特別委
員会

14 日 遠別町敬老会
15 日 総務産業常任委員会町内所管事務調査（現

地調査及び事情聴取）

10 月
6 ～
8 日

東京遠別会総会及び偲ぶ会
（東京都）

12 日 第５回議会報発行特別委員会
19 日 第７回議会全員協議会
25 ～
26 日

総務産業常任委員会道内所管事
務調査（三笠市、南幌町）

27 日 第８回遠別町議会（臨時会）
30 日 第６回議会報発行特別委員会

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか
次の定例会は12月11日頃 の開催予定です。

【お問い合わせ】
　議会事務局
　電　話　７－２１４７（直通）　　メール　gikai@town.embetsu.hokkaido.jp

詳しくはテレビ電話でご確認ください。

あとがき（白幡委員）

　今年の夏の暑さは、連日のように猛暑日、真夏日とよく耳にする機会が多くなっていた。今年も世界中で

異常気象として色々な災害など発生しているなか、わが町に於いても海水温の上昇に伴う生態系の影響また、

農作物等の生育への影響など危惧するところが年々増加していることから地球

温暖化現象だと思う。　

　地球温暖化をとめるには、温室効果ガスの排出削減が急務であり各自治体や

企業の努力だけでなく一人一人が取り組むことにより削減できる。

　今後、温暖化現象が進まないことを願いたい。

発行：遠別町議会
編集：議会報発行特別委員会

委 員 長　　山下　　悟
副委員長　　白井　金治
委　　員　　白幡　広喜
委　　員　　國部　雅人
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No.8

　バブル崩壊以降、不動産価値が下落したため、相続しても使う予定がない不動産は見放され、手間とお金をかけ
てまで相続登記をしない人が増えました。
　さらに、人口減少も加速し、2018 年には空家率は 13.6％、土地の所有者不明率は約 20％、土地の面積換算で
は北海道の面積の約半分までに達しています。
　政府はこの流れを止めるため、令和 6年 4月1日から相続登記を義務化します。
　なお、この法律では、相当な理由がなく義務に違反した場合は、10 万円以下の過料となります。とても心配で
すよね。
　でも、ひとまず、ご安心ください。法務局の登記官いわく、目的は相続登記を促すためであり、積極的に罰則を
与える趣旨ではありませんとのことです。

　相続登記の義務化と同時に、「相続人申告登記」と言う制度も新たにスタートします。
　これは、法務局に一定の資料を提出し「私はこの不動産の相続人のうちの一人です」と届出するだけの登記です。
これで、ひとまず過料は免れます。
　費用をかけて専門家に依頼しなくてもご自身で簡単にできる届出です。

　また、「相続土地国庫帰属制度」も同時にスタートします。
　この制度は、簡単に言うと、国に土地を引き取ってもらう制度です。
　しかし、負担金や審査手数料の納付も必要であり、審査も相当に厳しく、
なかなか承認されないようです。ちょっと残念です。

　ところで、上記の「相続人申告登記」をしても、不動産の名義人は亡くなった人のままであることに変わりはあり
ません。つまり、相続登記をしなければ、いざ買手や貰い手が現れても売却することも譲ることもできない。とい
う問題は残ります。
　また、相続登記を放置すると、どんどん相続関係が複雑になり、戸籍の収集費用や手間もかさみます。
　結局、どうするかは案件ごとに考えるしかありません。
　ご心配・ご不安な方は、まずは法務局や司法書士に是非相談してみてください。

　余談ですが、今や不動産は皮肉にも解体費用や維持管理費を相続人に押し付けるだけの負動産になることも少な
くはありません。
　個人に限らず、企業や自治体も収益性が低い多くの建造物・施設を抱えており、これからますます修繕費・管理
費等で財政を圧迫し始めます。目先の事よりも10 年 20 年先を見据えた対策が喫緊の課題となっています。
　相続登記の義務化は、個人はもちろん企業や自治体にも、不動産に限らず、有形無形の財産について、子や孫に、
将来の自分達に、何を残すのか真剣に向き合う機会を与えてくれたかも知れませんね。
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ひ
と
の
う
ご
き

▽
お
た
ん
じ
ょ
う

原　
　
智
椛
（
と
も
か
）
ち
ゃ
ん

　
父　
　
黎
明
さ
ん
（
緑　
町
）

　
母　
　
早
織
さ
ん

松
元　
怜
愛
（
れ
あ
）
ち
ゃ
ん

　
父　
　
康
平
さ
ん
（
緑　
町
）

　
母　
　
奈
々
さ
ん

▽
お
く
や
み

廣
瀨
榮
太
郎
さ
ん（
96
）（
清
川
３
）

社
会
福
祉
協
議
会
愛
情
銀
行

竹
内　
　
弘
さ
ん
（
緑　
町
）

遠
藤
み
や
の
さ
ん
の
死
去
に
際
し

廣
瀨　
榮
治
さ
ん
（
２　
区
）

榮
太
郎
さ
ん
の
死
去
に
際
し

ご
厚
志
に
感
謝

《
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
へ
》

　
去
る
10
月
３
日
に
遠
別
商
工
会

女
性
部 

（
堀
江
秀
子
部
長
） 

か
ら

「
え
ん
べ
つ
コ
ロ
ッ
ケ
」
計
２
５

５
個
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
「
え
ん
べ
つ
コ

ロ
ッ
ケ
」
は
、
10
月
の
給
食
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
遠
別
小
学
校
、
遠

別
中
学
校
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
へ
提

供
さ
れ
ま
し
た
。

※　上記の内容は変更になる場合がありますので、あらかじめ各自で確認してください。

町のカレンダー ２０２３
11月（November） 12月（December）

15 ㈬

16 ㈭

17 ㈮

18 ㈯ 子どもチャレンジ教室④「クリスマスツリーを作ろ
う！」　マナピィ・21　10：00 ～

19 ㈰

20 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

21 ㈫

22 ㈬

23 ㈭ 【勤労感謝の日】
マナピィ・21 図書室休館

24 ㈮

25 ㈯

26 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

27 ㈪ 献血（役場前　13：00 ～ 17：00）　　　　　　　　　　　　　　
マナピィ・21 図書室休館

28 ㈫

29 ㈬

30 ㈭

1 ㈮

2 ㈯
自動車運転免許更新時講習（豊富町）

13：00 ～優良
14：00～一般
15：30～違反

3 ㈰

4 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

5 ㈫ 自動車運転免許更新時講習（天塩町）
13：00 ～優良

6 ㈬

7 ㈭
胃・肺・大腸・前立腺がん検診／特定健診／プレ・特
定健診／後期高齢者健診／生保健診／肝炎健診／エキ
ノコックス症検診／結核検診（マナピィ・21　※完全
予約制）

8 ㈮

9 ㈯ 自動車運転免許更新時講習（遠別町）
13：00 ～優良

10 ㈰ マナピィ・21 図書室休館

11 ㈪ マナピィ・21 図書室休館

12 ㈫ ひよこタイム（子育て支援センター　10：00 ～）

13 ㈬ 乳幼児健診（健康管理センター　診察開始 10：30 ～）

14 ㈭

15 ㈮

10月 31日付け退職

配 　 置 職　名 氏 名

経済課　商工観光係 主事補 小　方　虹　輝

11月 1日付け採用

配 　 置 職　名 氏 名

国保病院 院　長 坂　東　裕　基
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フォトスケッチフォトスケッチ

皆様のご意見・ご感想をお待ちしております。

町へひとことご意見箱 も ご利用ください。

〒098-3543
遠別町字本町３丁目３７番地 TEL

FAX
遠別町住民課生活広報係

（01632）７－2113
（内 線 113・114）
（01632）７－3695

E－mail：seikatsu.kouhou＠town.
　　　　 　　embetsu.hokkaido.jp

（記事や写真の無断転載は固く禁じます）

上手に刈れました！（稲刈り体験）上手に刈れました！（稲刈り体験）

農業体験教室（親子ふれあい講座）農業体験教室（親子ふれあい講座）

良く似合ってる！（秋の全道火災予防運動）良く似合ってる！（秋の全道火災予防運動）

いくぞー！（運動体験教室）いくぞー！（運動体験教室）

仮装姿で大集合！（ハロウィンイベント）仮装姿で大集合！（ハロウィンイベント）

今月の
納 税

納期

（令和5年10月31日現在）

2002
日目

11/30
固定資産税　　（３期）
国民健康保険税（５期）

（令和5年10月31日現在）

人口

世 帯

●男   1,135人（－3）
●女   1,214人（－1）

2,349人
（－4）

1,284（－2）

安全運転を！（女性ドライバーの会安全運転ＰＲ）安全運転を！（女性ドライバーの会安全運転ＰＲ）


